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誰もが笑顔で働ける職場へ 

 
働きやすい環境作り  

～ 外国の方が安心して楽しく働ける体制づくり ～ 
外国人人材の定着 

地域との連携  
 

香川県・さぬき市 

                  とくべつようごろうじんほーむ　ゆたかそう 

特別養護老人ホーム ゆたか荘 

 
そうごうしせつちょう　あさくらゆうこ                         
総合施設長　朝倉 裕子        

機能訓練指導員　佐藤 光展 

 

yutaka02@nagaofukusikai.jp 
 
今回の発表の施設 
またはサービスの 
概要  

社会福祉法人長尾福祉会は、さぬき市を中心に障害者福祉事業を 7 事業、高齢者介護事業を

6 事業、保育事業を 2 事業運営しており、今年で創立 30 周年を迎える。全体の職員数は 280
名、6 年前より技能実習生の受け入れを開始し、現在は特定技能（1 号）も含むと 9 名の外国

の方が勤務している。1 名は介護福祉士を取得した。 
＜取り組んだ課題＞ 

●介護人材を安定的に確保するために、今注目されて

いるのが外国人人材である。 

●技能実習制度が「介護」の分野にまで広がったの

ち、今後は「人材確保と人材育成」を目的に、「技能実

習」から「育成就労」へ移行を国が推進している。 

●外国人を採用するにあたり、人を育てるのに大切な

事は何か、コミュニケーション技術・介護記録・夜勤

シフト・介護福祉士国家資格の取得等、日本人同様の

スキルアップが望めるか等の不安も抱えているのが現

状であり、今後の課題でもある。 

 

＜具体的な取り組み＞ 

●長尾福祉会では 6 年前にベトナムから技能実習生を

受け入れたのが始まりで、現在は 2 つの事業所で外国

の方が活躍している。 

●国の進める方向性に沿って、時代の変化に対応した

多様な人材を育て、介護職をより魅力ある仕事に変え

ていくためにできる事がないかと考えた。 

●外国の方も安心して楽しく仕事ができる体制づくり

が、日本人にとっても「働きやすい職場」に繋がると

思い、業務内容や環境を検討した。 

●安心してやりがいを持って仕事ができるよう、職場

や地域が協力し、プライベートも充実して心も豊かに

暮らせる事を意識した。 

●一緒に地域に出向いて、日本の文化や生活習慣を学

ぶ機会を持ったり、災害が多い国で働く外国の方が安

心して暮らせるように、地域の防災訓練に参加する等

地域住民としてのサポートもきめ細やかに行った。 

＜活動の成果と評価＞ 

●多様な人材に対応する気持ちで、まずは外国の方が

何に悩み、困っているかを把握する事に努めた。 

●特別養護老人ホームでは、通常の新採用者の 3 倍の

期間をマンツーマンでのサポート期間とし、夜勤シフ

トに入るまで１年を要した。 

●コミュニケーションが上達できるように、勤務シフ

トの中で日本語が学べる時間を確保したり、指導職員

も基本に立ち返って、わかりやすくゆっくりと話しか

ける事で、利用者にも伝わりやすいことを再発見する

など、双方にメリットが感じられた。 

●ユニット施設で受け入れる事で、利用者の様子を覚

えやすく、夜勤シフトに入れる期間が短くなるなど、

受け入れ先で働きやすさも変わる事がわかった。 

●地域のイベント情報を知らせ、一緒に参加する事

で、地域に早く馴染み、日常生活にも楽しみを感じら

れたり、日本の文化を学ぶ機会にもなった。 

 

＜今後の課題＞ 

●今後、少子化で介護に携わる職員も減少してくる。

少ない人材で安全な介護を提供する為には、経験や勘

を頼るのではなく、ICT の活用も必要であろう。 

●国が推進している「育成就労」で働く外国人を、日

本人と同等レベルで長く働いてもらうための教育シス

テムが課題であり、国家資格取得しながらスキルアッ

プできる職場環境も整備していきたい。 

●仕事以外にも、日本の文化に触れたり、日々の生活

が楽しめるサポートもあれば、日本で長く働きたいと

思う外国の方も今後増えてくるのではないかと思う。 
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未来につなぐ生産性向上への一歩 

 
生産性向上  

 
業務効率化 

能登半島地震  
 

石川県・能登町 

                  とくべつようごろうじんほーむ   こすもす                                  

特別養護老人ホーム こすもす   

 
          みずもとあつみ              
介護福祉士 水本 淳美 
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今回の発表の施設 
またはサービスの 
概要  

当法人がある能登町は、石川県の奥能登にある人口約 14,000 人(震災前は約 15,000 人)の町

で、少子高齢化が進んでおり人口の約 54％が 65 歳以上です。当法人は 2002 年に設立し、特

別養護老人ホーム(80 床)、短期入所(40 床)、デイサービス、居宅介護支援事業所、地域包括

支援センター(支所)、配食サービスを運営しております。 
＜取り組んだ課題＞ 

① 生産性向上 

② 業務効率化 

 

能登半島地震を経験して、それまで以上に上記の課題に

対して改善を進めている。 

 

＜具体的な取り組み＞ 

石川県の奥能登では少子高齢化が進んでいる。また、令

和 6 年の能登半島地震や奥能登豪雨等の被害によりさら

に人口の減少が進んでいる状況にある。 

当法人でも震災後、職員数が減っており、人材リスクが

高くなっている状況にあります。 

 現在の課題において地域、または利用者やその家族の

ニーズに対してできることが限られている半面、職員 1

人 1 人にかかる業務量も増えてきており、業務負担が増

加し悪循環となっている。現在の状況を改善するために

は、業務プロセスの再構築を行い、生産性の向上を図る

必要がある。生産性向上を図るためには①生産性の向上

と②業務効率化を明確にし、この２つの視点を持って取

り組みを行う必要であると考えている。 

 

 

 

 

 

 

＜活動の成果と評価＞ 

①生産性の向上と②業務効率化の取組を行うことで業

務プロセスの再構築することができ、職員の業務負担

の軽減に繋がった。業務負担が軽減することにより利

用者と関わる時間や職員の知識・技術の向上のための

研修や学習時間に活用することができた。 

介護事業における生産性向上を図ることでケアの価値

を高めていくことに繋げることができたと思います。 

 

 

 

＜今後の課題＞ 

今後、①多様な人材の活用、②ICT・IoT、テクニカル

エイド等の環境整備、③業務プロセスの再構築、④効

果的な人材配置等を行い、生産性の向上を図ることで

ケアの価値を高めることを深めていきたいと思う。そ

うすることで、利用者の生活の質の向上や家族のニー

ズや生活の担保、職員の業務負担の軽減や法人にとっ

て適切な運営が行えることができ、地域を支えていく

ことに繋がっていくと考えている。 

 

＜参考資料など＞ 

なし 
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